






















技者の確保につなげていくか議論されている(鈴木・藤原,	 2003;	 赤塚・井上,	 2007)。
この中で船員教育のあり方について重視されてきたのは、船員としての資質や人格の涵






の変容	 (Lave	 &	 Wenger,	 1991)である「なる」モデル(佐伯,2005)の視点に立つ。「なる」
モデルにおけるアイデンティティとは、まわりの物や人との関係性によって構成される
動的な意味体系であり、役割やカテゴリー、成員性をパフォーマンスすること(Becker,
1973;	 Wetherell,1982；Kitzinger,2005；Holzman,	 2009;	 Benwell	 ＆	 Stokoe，2010)
を通して形成されると考える。この中には、実践共同体の中で共有されている言説をふ
るまい語ること(Weider,	 1974;	 Butler,	 1990;	 中村，2001)や、個々の物語(経験の語
り)の中で周りのものとの関係性から自己を位置づけ、新たな「私」を創発し、ふるま







	 本研究は、研究課題の設定(1〜3 章)、実証研究(4〜7 章)、まとめと展望(8 章)、の３






















































































ンシップ」という 3 つの学習環境デザインの指針を提案した。	 
③船員世界の言説を利用して自己を語る場	 
	 自己語りのツールとして実習感想文に注目し、ここではこれまでの実習感想文の実施
のし方に付け加える形で学習環境デザインの指針を提案した。【研究 8】では実習感想
文の中で、乗組員への語りかけを通してポジショニングが起こっていたことから、これ
まで下船前 1 回であった感想文を実習中に複数回実施すること、指導者がコメントをつ
けて返すなどのシステムをつくることによって「実習感想文を対話の場に発展させる」、
手本になった人や行動、次になってみたい姿などを必ず一つは書いてもらうようにする
「感想文の中で未来語りができるような働きかけをする」、日常生活においてシーマン
シップが自己語りのツールとして利用されていないことから、「感想文の中にシーマン
シップということばを利用する」、という学習環境デザインの指針を提案した。	 
